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公共サービスの提供方法

地方自治
体

住民

学校教育、社会教育（図書館、ホール他）、子育て支援、高齢者福祉、障
害者福祉、児童福祉、保健衛生、医療、道路・橋、水道・下水道、ゴミ処
理、公園・都市計画、遊休地活用、まちづくり、定住促進、交流人口、観
光、企業誘致、地場産業振興、窓口サービス、広報、地域ブランドなど

公共サービスの提供

定められた公共サービスをもっとも効率的な方法で
提供する

納税

公共サービスの課題
１）ニーズが拡大（税負担が肥大化）
２）ニーズが多様化、複雑化（ノウハウが必要）

⇒行政だけでなく、さまざまな主体が公共サービスの提供に参加する。
癒着や談合ではなく、透明かつ公平なルールで進める。

民間（株式会
社・NPO/NGO・
社会福祉法人

など）

公民連携（PFI,指定管理、業務委託など）

何が公共サービスであるかを定める

公民連携







民間提案の方法

マーケット・サウンディン
グ型

提案インセンティブ型 選抜・交渉型

0.民間提
案募集

民間提案制度 あり あり あり

同提案者 民間 民間 民間

民間提案時の資料 不要 必要 必要

1.～事業
開始決定
以降

事業開始決定 地方自治体 地方自治体 地方自治体

事業提案募集 あり あり
なし（事業者募集を行わず、
当初の提案者と交渉して協
議が整えば契約する）

民間提案者に対す
るインセンティブ

なし
あり（事業者募集手続きの際
の総合評価点数の上乗せ）

あり（上記同）

事例 多数
さいたま市提案型公民連携提
案制度
新宿区民間提案制度

我孫子市提案型公共サービ
ス民営化制度
東村山市民間提案制度

内閣府・総務省・国土交通省「ＰＰＰ事業における官民対話・事業者選定プロセスに関する運用ガイド」2016年10月





インフラ老朽化問題

インフラ老朽化問題

放置

借金

物理的崩壊

財政的崩壊

更新（量を維持）

増税 合意形成困難

政策転換

計画的削減 公民連携

インフラ
種類

典型的な劣化 事故例

建築物
雨漏り、部品・部材劣化
外壁剥落・天井崩落

宇土市役所全壊（2016年）

道路・道
路付帯
物

舗装劣化・損傷⇒陥没
横浜市歩道橋破損
（2015年）

橋りょう 部品・部材落下⇒崩落 浜松市第一弁天橋
倒壊（2013年）

トンネル 部品・部材落下⇒崩壊
笹子トンネル天井板
崩落（2012年）

水道 破損⇒破裂⇒断水・溢水 京都市水道管破裂（2014年）

下水道
破損⇒地中空洞⇒道路陥
没

大分市市道崩落（2014年）

コンク
リートブ
ロック

倒壊
大阪北部地震コンクリート
ブロック塀倒壊（2018年）

インフラ老朽化による事故例インフラ老朽化問題発生の理由

インフラ老朽化問題解決のシナリオ

年額13兆円を永遠に持続させる必要

公共サービスの質は維持し、量や金額を引き下げる。



種類 公共施設（建築物） 土木インフラ

インフラが提供するサービスの
公共性

●公共施設は、公共施設の利用目的に公共性があり、施設自体には
公共性はない。
●量を削減してもサービスの公共性を維持することができる。

●土木インフラの利用目的には公共性は求められない。だれ
でも目的を問わず自由に利用できる点に公共性がある。
●単純に量を削減できないので、「量を維持して費用を削減
する方法」が主となる。

現状のイン
フラを前提
にする方法

機能を維持して量
を削減する方法

●広域化（他自治体と共同設置）
●ソフト化（民営化、民間施設利用）
●集約化（統廃合）
●共用化（学校と地域で同一施設を共用）
●多機能化（独立施設ではなく複合施設として設置）

●間引き（歩道橋の廃止など）

量を維持して費用
を削減する方法

●LCC削減
・予防保全
・リスク・ベース・マネジメント（RBM）：重要度に応じて管理水準を変える
・長寿命化・短寿命化
・PPP/PFI

新しいイン
フラに変更
する方法

施設やネットワー
クを使わない方法

●分散処理（ネットワークインフラを使わない、例：下水道における公共下水道と合併処理浄化槽、水道における上水道と地下水
専用水道）
●デリバリー（配達する、例：水道における給水車、移動図書館、訪問診療など）
●バーチャル化（IT利用、例：電子図書館、遠隔医療、遠隔教育など）

サービスの受け手
が移動する方法

●移転・集住（コンパクトシティ、高台移転など）

収入を増やす方法
●利用料収入増加
●公的不動産

計画的削減の方法

基本方針：公共サービスの質は維持し、量や金額を引き下げる。



ソフト化（生涯学習
バウチャー制度）

ソフト化（学校
プール）

区内の民間のカル
チャーセンターなど
教室に通ってもらい、
事後的に補助金を出
す。

稼働率の低い学校プール
を廃止し、民間スポーツ
施設で授業を実施する。
児童生徒はスクールバス
で移動し、専門資格を持
つ指導員が授業を行う。

共用化（学校兼生涯
学習センター）

温水プール・体育館を
小学校と地域側が共用。
PFIでスポーツ企業が運
営し、元オリンピック
選手などが実技するこ
ともある。

多機能化（公民合
築）

公共施設の中でもっ
とも集客力の高い図
書館の周辺に、カ
フェ、居酒屋、マル
シェ、病院などが立
地。民間施設は町に
土地賃借料を支払い、
町は図書館の維持管
理に充当する。

具体事例



余剰不動産

庁舎・ホールを高層
化して建て替え、余
剰土地は民間に賃貸
してマンション分譲
を行い、その権利金
で区は実質無償で建
て替える。

包括委託（道路、街路樹
等）

都心地区の小学校
統廃合の廃校舎跡
地の利用
地域包括ケア施設
の建設とともに学
校法人やスポーツ
クラブを誘致

包括委託（公共施設）

施設ごと、部位ごとに
別々に契約して発注して
いた点検業務を、多数の
公共施設をまとめて1本
にして民間委託する方法。

余剰不動産

市内の道路、橋りょう、街
路樹、道路反射鏡、標識の
巡回、清掃、植栽管理、道
路反射鏡管理、補修・修繕、
事故対応、災害対応、苦
情・要望対応、補修・更新、
ケヤキ剪定を行う。





民間はもちろん、行政にも住民にも、
柔軟で素晴らしい発想を期待しています




